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新年明けましておめでとうございます。

皆様におかれましては、健やかに新年を迎えられたこ

とと、心よりお慶び申し上げます。

　

　この度、大阪府知事として二期目の府政を担当させ

ていただくことになりました。府民の皆様の、改革を

継続し一層の成果をあげてほしいという期待と、大阪

をもっと豊かにしてほしいという切実な想いを受け止

め、府政の推進に取り組んでまいります。

　また、府民の皆様からは、医療を充実して欲しいと

いう多くの声をお聞きしました。団塊の世代が75歳

以上になる2025年においても、府民の皆様が住み慣

れた地域で安心して必要な医療を受け続けることがで

きる体制づくりを推進してまいります。

　

　貴会はこれまでも「匠の技をみる」という、次世代

を担う若者への技術伝承を目的とした研修など、歯科

技工に関する知識の普及や技術・資質の向上に努めて

こられました。

　また、「歯の手話」講習による専門分野の手話通訳

者の育成なども通じて、府民の皆様においしく食べて、

思いっきり笑ってもらえるよう取り組んでおられ、そ

のたゆまない御努力は、生涯を通じた歯科保健の推進

に大きく寄与するものと確信しているところでござい

ます。

　皆様のこれまでの御活動・御尽力に敬意を表します。

今後とも、府民の皆様が心身共に健康で豊かに暮らす

ことができる社会の実現に向け、皆様方におかれまし

ては、歯科口腔保健施策をはじめ、大阪府政の推進に

御理解、御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　結びに、貴会のますますの御発展と、本年が皆様に

とりまして、すばらしい年となりますことを心よりお

祈りいたします。
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　謹んで新年のお慶びを申し上げますとともに、本年が

会員の皆様、ご家族にとりまして実り多く、また幸多き

年となりますことを、心からお祈り申し上げます。

　さて、歯科界を取り巻く状況は依然厳しく、昨年の医

療経済実態調査を見ても収支は改善しておらず、経営面

での改善は難しい状況が続きます。しかし我々は今後も

国民からの信頼を得るためにより良質な歯科医療を提供

しなければなりません。同時に国策としての地域包括ケ

アシステムの中で、歯科は実践を持ってその責務を果た

さなければなりません。

　近年、歯科疾患と全身疾患との関連に関する研究が進

み、中でも糖尿病や動脈硬化症といった、いわゆる生活

習慣病と歯科との関連が明らかになってきました。メタ

ボリックシンドロームの根幹には内臓脂肪型肥満があ

り、生活習慣病の改善には、食生活のコントロールと運

動が必須であるとされています。よく噛んで、楽しく食

事をするには、歯科的な健康状態が重要であることは言

うまでもありません。

　スポーツを通じて、健康を増進するために、歯科医学

の分野から専門的にサポート、アドバイスするという日

本体育協会公認スポーツデンティストが昨年初めて誕生

し、今後２期生、３期生とその数を増やすことにより、

活躍の場が広がることが期待されます。いろいろな競技

の現場にスポーツドクターが関わることは珍しくありま

せんが、スポーツデンティストがいることも当たり前の

ようになれば、国民の歯科への重要性の認識が深まるこ

とが期待されます。ぜひ今後この分野の発展を目指した

いと考えています。

　今年も歯科界の状況は厳しいことが予想されますが、

我々が力を合わせれば光明を見出すことも可能であると

考えます。どうか本年も旧年に増してご指導ご鞭撻、そ

してご協力をいただくことをお願いして年頭の所感とい

たします。

一般社団法人 大阪府歯科医師会

   会  長  太   田   謙   司

時の話題
　本年度、歯科技工士会は、昭和30年（1955年）8月に歯科

技工士法制定ならびに技工士会創立から60周年を迎えた。

各地で周年事業として祝賀会が行われた。大阪府歯科技工

士会（府技）は、法制定と同時に652人の会員で発足した。

以来多くの諸先輩の努力と情熱で、無事還暦を迎えること

ができた。 

　現在府技においては、1,100余名の会員を抱える全国1位

の組織である。しかし、その会員の50％が50歳を越える年

齢構成で、これは全国においても同様である。 

　技工士学校の入学者の推移を見てみると、平成12年に

2,930人の入学者があったのが、平成26年の入学者は

1,262人となり、この14年で約3分1になってしまった。次

年度は間違いなく1,000人を割り込むと言われている。こ

れは、少子化も原因すると思うが11万人以上の国家免許取

得者の3分の2が、歯科技工の職に着いていないことにある。

長時間労働や劣悪な職場環境、低賃金に嫌気をさした多く

の若い技工士が業界を去っていった。そのことは、高校の

進路指導の先生も知るところとなり、技工士学校に進学を

勧めないと聞く。 

　単純計算ではあるが、50歳以上の技工士は、おそらく後

20年でその多くが技工の仕事から離れ、技工士数は半減し、

1,000人に満たない新卒者が、これまでのように25～28歳

までに70％が離職していくと、全国で毎年300人程度しか

補充されないことになる。 

　我国には、世界に誇れる「国民皆保険制度」がある。こ

れは、一定の保険料を前納しておけば、日本全国どこでも

3割の費用で同等の医療サービスを受けられる制度である。

歯科においては、治療費やそれに掛かる補綴物等の製作費

用・材料費を国が決めている。にもかかわらず、これまで

技工士に支払われる費用を明確に定めていない。国が決め

た制度であるにもかかわらず、歯科医と技工士の取引は、

自由経済と称して放置されているのが現状である。 

　保険制度に組み込まれているにもかかわらず、保険技工

で生計を立てる事が出来ないがゆえに、長時間労働で賄う

しかない現実が、若者が技工士を目指さない大きな原因と

考える。 

　国会に「技工士の問題を考える国会議員の会」を設けて

いただいている。今一度、技工士の経済問題とは何なのか、

直接請求などと大きな問題ではなく、保険制度の中に、技

工料を定め、技工士に全額支払われるシステムを構築し実

行して頂きたい。もうそんなに多くの時間は残されていな

いと思う。 　　　　　　　　　　　　　
重光　俊憲 　 

時の話題
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  2 月
 7 日 (日) 献血活動
13日 (土) 三役会・理事会・支部長会・会計・技対
　　　　　  学術・組織各部会
14日 (日) 北東支部学術講演会
18日 (木) 大阪府歯科保健活動事業功労者知事表彰式

  3 月
 6 日 (日) 北大阪支部学術講演会
12日 (土) 三役会・理事会・支部長会
18日 (金) 日技理事会

平成28年 2月・3月 活動日程

　平成27年11月14日（土）新大阪歯科技工士専門学校の

淀川祭に大阪府歯科技工士会としてブースを出させて頂

きました。内容は芸能人の歯のシェードを当てるゲームで

す。

　一般の方や歯科技工士、歯科衛生士の学生などたくさ

んの方々にチャレンジして頂くことができました。笑いな

がら楽しくみなさんと過ごすことができました。

　技工士会から用意していた100本の参加賞の歯ブラシ

も完売したくらいの大盛況でした。来年も是非参加させ

て頂きたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　北東支部　 飛鳥　真之

ご自宅や会社の住所が変わられた場
合は、お手数ですが、速やかに本会
へご連絡をお願いいたします。

 TEL 06ー6699ー4400
 FAX 06ー6697ー4100
 メール daishigi@oak.ocn.ne.jp

会員の皆様へ

 ☆ 2／8 （月）…  3月分
 ☆ 3／8 （火）…  4月分
 引落し日の前日までにご入金をお済
ませくださいますよう、よろしくお願

い申し上げます。

会費引き落とし日のお知らせ

2月：13日を除く 土曜・日曜・祝日

3月：12日を除く 土曜・日曜・祝日です。

会館休館日のお知らせ

  ご結婚・お子様のご誕生
 おめでとうございます!!  

 下記3名の方に結婚祝金を給付しました。   
　  ● 吉岡　大雅 様（北大阪支部）

　  ● 千田　　明 様（中央北支部） 

　  ● 西尾　真帆 様（北大阪支部）

 下記2名の方に出生祝金を給付しました。   
　  ● 綿谷　　寛 様（北東支部）

　  ● 西尾　真帆 様（北大阪支部）

　お子様のご誕生やご結婚された会員様はお祝い金請求用
紙をお送りいたしますので、本会へご連絡をください。(会
費完納の方のみ対象)
　また、ホームページの会員新慶弔制度のページからも用
紙をダウンロードできますのでご利用ください。
　平成27年7・8 月合併号の11Pもご参照ください。

淀 川 ま つ り

（届出順に掲載）
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　本会創立60周年記念式典および祝賀会が、平成27年11月1日（日）にホテル日航大阪において開催

された。ご来賓には国会・府会議員をはじめ大阪府、大阪府歯科医師会、学校関係、関係団体、関係

各社の方々を合わせて38名を迎え、本会会員も161名が出席した。

　式典は午後3時から、4F孔雀の間にて開催された。始めに時見会長より式辞があり、ご来賓への謝

辞と本会会員に向けて日頃の事業運営への多大な協力に感謝の意を述べられた。ご来賓より上家和

子・大阪府健康医療部長、太田謙司・大阪府歯科医師会会長、丸山直美・大阪府歯科衛生士会会長、

杉岡範明・日本歯科技工士会会長よりご祝辞を頂いた。

歯科技工士法制定ならびに 一般社団法人 大阪府歯科技工士会
創立60周年記念式典・祝賀会 ～ さらなる飛躍 ～ が開催される

大阪府健康医療部長　上家 和子 様

大阪府歯科技工士会　会長 時見  高志

開会の辞：大阪府歯科技工士会　副会長 小谷  和弘

代表謝辞：中央北支部　宮国 勇孝 氏

閉会の辞：大阪府歯科技工士会　副会長 重光  俊憲

大阪府歯科衛生士会　会長 丸山  直美 様

大阪府歯科医師会　会長 太田 謙司 様

日本歯科技工士会　会長 杉岡 範明 様
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　祝賀会は午後 4 時 30 分から 5F 鶴の間にて開催され

た。中西茂昭・日本歯科技工士会元会長により乾杯の発

声が行われて祝宴が始まった。

　ご来賓のスピーチでは、自由民

主党大阪府連会長・中山泰秀衆議

院議員、とかしきなおみ衆議院議

員よりご祝辞を頂いた後、多数の

方々から頂いた祝電を披露した。

表　彰　者
大阪府知事表彰
宮 國 勇 孝 ( 中央北 )  栗 木 和 之 ( 南大阪 )

大阪府知事感謝状

長 久 宏 之 ( 北大阪 )  福 山 保 則 ( 中央南 )
中瀬古   勲 ( 北 東 )  西 村 元 彦 ( 南大阪 )
上 原 禎 治 ( 中央北 )   

一般社団法人 大阪府歯科技工士会  会長表彰

中 川 和 彦 ( 北大阪 )  野 尻 隆 志 ( 中央南 )
岩 崎 英 人 ( 北 東 )  田 中 雅 人 ( 南大阪 )
山 下 正 晃 ( 中央北 )   

一般社団法人 大阪府歯科技工士会  会長感謝状

本 多 隆 男 ( 北大阪 )  谷   裕次郎 ( 中央北 )
原   利 和 ( 北大阪 )  町 田 昌 紀 ( 中央南 )
北 田 洋 士 ( 北 東 )  塚 口 真 守 ( 中央南 )
南郷谷   亨 ( 北 東 )  坂 東   洋 ( 南大阪 )
西   康 文 ( 中央北 )  辻     勇 ( 南大阪 )

　次に、下記の方々への表彰および記念品授与が行なわれた。

　また、アトラクション

には「サックスカルテッ

ト」の方々による演奏を

披露。金管楽器の音色に

耳を傾けて心地よい雰囲

気に包まれていった。

　最後に、山下副会長による閉会の辞があり、盛会のう

ちに幕を閉じた。

知 事 表 彰 知事感謝状

会 長 表 彰 会長感謝状
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第 8 回  理事会報告
日 時：平成27年11月7日（土）午後2：30～5：30

場 所：大阪府歯科技工士会館3Ｆ

会長挨拶：まずは、60 周年の式典ならびに祝賀会が成功

　裏に終わりましたことを感謝します。昨日、速見前会長

　の叙勲の拝謁も無事終わり安堵している。今後お祝いの

　会も検討していきたい。年末年始にかけて代議員選挙、

　役員選挙も始まり、新年互礼会と目まぐるしく行事が続

　くが、次年度の事業計画・予算案作成についても各担当

　において熟慮願いたい。

◎11・12月度の日程の確認

◎第7回理事会報告の各部確認

◎一般報告

　①日技報告

　　・10/17に60周年地域交流記念大会が開催され、翌日

　　　には、アジア太平洋歯科技工士連絡協議会が開催され、

　　　各国の歯科技工の諸事情の調査結果があった。

　②10/15第1回代議員選挙管理委員会報告

　　・定数の端数については切り上げで承認される。公示

　　　は広報11・12月合併号に掲載する。

　③10/17東淀川区歯科医師会みんなの健康展出席報告

　　・小谷副会長が出席。

　④10/26大阪府歯科医療安全管理体制推進協議会報告

　　・山下副会長が出席。

　⑤10/31第20回大阪歯科保健大会報告

　　・例年通り本会のブースを設置し、会員による総義　

　　歯の排列デモを行った。

　⑥11/6東洋医療専門学校第14回卒業研究発表会出席報告

　　・時見会長が出席。

◎各部報告

【総務部】

　①10/23枚方市立長尾中学校講演報告

　　・千葉、上西両理事が訪問し、上西理事が歯科技工業

　　　について説明。

　②11/1本会60周年記念式典・祝賀会報告

　　・来賓、会員合わせて約200名が参加。

　③「介護老人保健施設大会」後援名義承諾の報告

　　・承諾した旨の報告。

　④大阪府薬剤師会広報誌原稿

　　・時見会長の原稿が掲載され、内容について説明があった。

【財務部】

　①11月分会費納入状況の確認

　②10月末執行状況の確認

　③中間監査日程の報告…11/27(金)13：00～

【福祉厚生部】

　①慶弔金申請・支払い報告

　　・入院見舞金支払い（北東1名）

　　・結婚・出生祝金支払い（北東1名）

平成27年度 日本歯科技工学会
近畿支部総会・学術大会

　平成 27 年11月29日（日）、兵庫県私学会館にて（一社）

日本歯科技工学会近畿支部 27 年度総会・第 12 回学術

大会が開催された。総会は、中井正人氏（兵庫県）が議

長として、報告事項では平成 26 年度事業報告があった。

協議事項としては平成 26 年度収支決算、平成 27 年度

事業計画、平成 27 年度予算などすべての事項が総会出

席者の多数挙手により承認された。

　そして、平成28年度の日本歯科技工学術大会は近畿地

区の担当で奈良県にて開催され、近畿支部技工学術大会

と併催で開催されるとの報告があった。

　その後に開催された学術大会は、	

演題：『スポーツ

歯学の最新情報と

マウスガード製作

のノウハウ徹底解

説』

と し て 、 竹 内 正

敏先生の講演が1

部・2部に分けてあった。　1部は、マウスガードの効用、

スポーツ選手が使用するマウスガードの最前線からの現

状。マウスガードの基本デザインなどを講演された。2

部では、豊富な臨床経験からの、マウスガードの製作上

の注意点・ヒントや裏話を交えて話され、今後、歯科技

工士も積極的にマウスガードの製作に携わっていただき

たいと講演された。

　会場には約140名が参加し、会員や学生から活発な質

問が時間を超過してなされていた。
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◎その他

　１．会員数状況・退会予定者の確認

　２．各案内チラシ

　３．年末懇親会について

　　　・12/5開催

第 2 回  技対部会報告
日 時：平成27年11月7日（土）午後6：00～7：00

場 所：大阪府歯科技工士会館2Ｆ

内 容

　①社会保険労務士の先生と部会勉強会開催について

　　・勉強会の概要及び日時について話し合った。

　　・各部員に勉強会での質問事項を支部会員より募って

　　　もらうよう要請を行った。

　②ガイダンス2015アンケート結果

　　・7月に開催したガイダンス2015の報告と次回への取

　　　り組みについて話し合った。

　③その他

　　・各案内

第 2 回  広報部会報告
日 時：平成27年11月7日（土）午後6：00～7：00

場 所：大阪府歯科技工士会館1Ｆ

内 容

　①平成27年度大歯技広報年間発行スケジュールについて

　　・平成26年度 9，10月号合併号より大歯技広報を、日	

	 本歯技に同封して発送するため原稿締切日が変更と	

	 なり、1 年が経過した。各支部の広報理事の方々の	

	 締切日の対応も慣れてきている。

	 　支部のコーナーも定着し、各支部の情報交換の場	

	 として活用されており好評である。

	 　今後、各支部の活動がますます活発になることが	

	 予想されるため、最大 1 ページの各支部のスペース	

	 を最大 2 ページにしてほしいというご意見多数が出	

	 ため。今後審議していく。

　②私の町の風景、リレー編集の確認

　　・来年度の年間スケジュールにて、 各支部の担当月を	

	 確認した。来年度も、引き続きお願いした。

　③今後の広報について

　　・今後とも、大歯技広報の充実、HPのさらなる活用

　　　を軸に活動していくことを確認した。

　　　　また、組織部に協力を依頼し、若年層の技工士さ

　　　んに原稿を依頼できないか。

　　　　また、「 各支部ブログを開設し、本会 HP から	

	 リンクしてさらなる情報の共有ができないか」と	

	 いう意見が出たが、今後継続して審議していきた

　　　いと思う。

　　・結婚祝金支払い（中央南1名）

　　・出生祝金支払い（中央北1名・中央南1名）

　　・長寿祝金支払い（北東1名・中央南1名）

　②10/11ウォークラリー報告

　　・21名が参加。今後の開催方法等について検討する　

　　こととした。

【組織部】

　①日技組織拡充支援金支給決定の報告（9/13匠・9/13　

　中央南）

【学術部】

　①10/25本会学術講演会報告

　　 ・参加者 36 名（会員 25 名、未入会員 1 名、学生10 名）

【調査部】

　①介護老人保健施設における入所者の義歯の取扱い等　

　に関するアンケート調査報告

　　・187施設を対象に調査した結果56施設からの回答　

　　があり、その内容について報告。

◎審議事項

【総務部】

　①平成28年度事業計画・予算案・年間予定について

　　・次回理事会で審議するため、期日を守り提出する　

　　よう依頼。

　②日技地域選挙管理者選任依頼あり

　　・岸本前監事に再就任を依頼することとした。

　③マイク購入の件

　　・マイク等の音響設備の老朽化に伴い、新たに学術部

　　　費で購入することが承認された。

【財務部】

　①会費免除申請…中央南1名

　　・現在の診断書の提出を求め、再度審議する。

【福祉厚生部】

　①新年互礼会について

　　・昨年の来賓案内一覧の確認

　　・役割・スケジュールの確認

　　・次第について検討

　②インフルエンザの助成について

　　・ワクチン接種費用が値上がりしたため助成金を引き

　　　上げるか審議したが、期中のため現状のままとする

　　　こととした。

【広報部】

　①新年号企画について（前回承認済）

　　・企画案について承認。

　②第2回広報部会の議題について承認。

【学術部】

　①生涯研修用ＰＣ購入の件

　　・生涯研修受講カードでの受付等、ＰＣの新規購入が

　　　必要となったため承認された。

　②日技2016年度生涯研修開催計画の件

　　・支部開催分も開催計画に含めて提出することとした。
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中央南支部  藤平 安都子 
　
　近年矯正治療を受ける患者の増加に伴い、矯正装置を

実際に製作される機会が増えた方も多いかと思います。

　今回、下顎前突症例において、乳歯列から永久歯列ま

で幅広い年代に使用でき、タングクリブによる舌癖除去

と、唇側線およびエラスティックによる下顎前歯部の舌

側移動を組み合わせることにより、単独では得られない

より高い効果が期待できる床型矯正装置をご紹介いたし

ます。

 ●  構 成
・維持装置（アダムスのクラスプ）

　直径 0.7mm 矯正用線

　（サンプラチナ矯正線・デンツプライ三金、以下同）

・補強線　直径 1.0mm 矯正用線

・タングクリブ　直径 0.8mm 矯正用線

・唇側線　直径 0.9mm 矯正用線

・レジン床（常温重合レジン）

　（オーソパレット・松風）

　

 ●  製 作 法
①維持装置の屈曲

　　アダムスのクラスプを通法どおり屈曲します。

　　　脚部は補強線とろう着するため、遠心側の脚部は

　　近心側までのばしておきます。

テクニカルエッセンス
　　補強線とろう着するのは、維持装置や唇側線等各々

　の脚部のスペースが、特に下顎では十分に確保しづら

　いためです。

②補強線の屈曲

　　舌側面に合わせて屈曲します。前歯部では約 1mm

　粘膜面より離します。これは唇側線やエラスティック

　の矯正力により前歯が舌側移動した際、補強線が粘膜

　にくい込むのを防ぐ為です。

　　屈曲後、両端をアダムスのクラスプ脚部とろう着し

　ます。

③タングクリブの屈曲

　　クリブには棘状、フェンス状等様々な形があります

　が、屈曲しやすく、ドクターによる調整が可能であり、

　また万が一ろう着部が 1 箇所外れた場合でも誤嚥の恐

　れのないことから、この様な形を採用しています。

　　上顎模型を確認し、クリブ先端が上顎前歯歯頚部に

　なるよう 2 つの山形を屈曲後、補強線に合わせて角度

　をつけます。両端はろう着のため 1mm 程度残し、補

　強線に沿わせます。

　ストッピング、石こ

う等で仮着後、補強線

にろう着します。
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④唇側線の屈曲

　　唇側線は通法どおり屈曲します。必要に応じてエラ

　スティックをかけるフックを組み込みます。

　　フックをろう着する方法等も試しましたが、屈曲の

　みで済むこのフックはお勧めです。

　　唇側線の脚部も補強線とろう着します。

　（ろう着部はレジン床に入るよう設定します）　

⑤ろう着部の研磨

⑥レジン築成

　　レジン床は前歯の舌側移動を妨げないよう、小臼歯

　（乳臼歯）より後方のみとします。

　　床が小さくなるため、完成時の厚みが 2.5 ～ 3mm

　程度になるよう少し厚めに築成し、強度低下を防ぎま

　す。

　　症例に応じて、咬合面にバイトプレートをつける場

　合もあります。

⑦研磨・完成

  ● 口腔内 set 

  ● エラスティック

　ゴムの弾性を矯正力に用います。

唇側線の活性化で得られる矯正力にプラスすることで、

より高い効果が得られます。

　可撤式床矯正装置においては、従来より様々な設計・

製作法が考案されてきました。

　装置の機能性・装着感はもちろんのこと我々技工士に

とっては製作時の容易さも重要であり、今回ご紹介した

床装置も一見複雑ですが、ひとつひとつの工程は非常に

シンプルで製作しやすくなっています。

　皆様にとってご参考になればうれしく思います。
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　私はデジタルを用いた技工に携わっている技工士１年

目です。先輩や同期から刺激を受けながら日々学ぶこと

ばかりで、毎日が勉強です。

　休みには映画鑑賞や

ライブ、友人との小旅

行に出掛けます。小旅

行に行く友人は小・中

の同級生で、47都道府

県を何年かかけて行こ

うという挑戦を昨年か

らしています。１番はじめに行ったところは、大阪 箕

面でした。蕎麦打ち体験をして、そのあと箕面滝を観

に、もみじ天ぷら片手に雨の中、山を登り、ライトアッ

プされた滝を見た後温泉に入りました。

　２番目には京都 河

原町へ行きました。

そこでは舞妓の体験

をしました。舞妓姿

になり京都の街へ散

策しに行きました。

外国人観光客の方や

日本の方にこれでも

かという程写真を撮

られました。

　そして３番目には

奈良へ、トロッコに

乗り鍾乳洞を満喫しました。地元で捕れた野菜、鮎、猪

肉、鹿肉をいただき、その後川に入り遊びました。

　まだこの３県しか行けていませんが、どれも良い体験

です。私は初めての体験、新しいものに触れる、その事

自体がとても好き

で大切にしていま

す。

　私と同じ新人技

工士の皆さんも、

仕事においても遊

びにおいても何事

に も 意 欲 的 に 、

日々の発見を大切に頑張っていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　中央北支部　田口　美緒

ハーベストの丘
　私の町の風景の担当にあたったということで、堺市の

ハーベストの丘について紹介します！

　約33haの広大な丘陵地に広がるハーベストの丘は、

自然いっぱいの「新鮮・安全・美味しい農産物のあふれ

る収穫祭の村」をテーマとした体験型農業公園です。東

エリア、西エリア、小川エリアに分かれ、敷地の中央に

は水遊びができる小川やつり橋、ボート池、花畑などが

あり自然を生かした遊びが楽しめます。

　乗馬や乳しぼりなど動物との触れ合いが楽しめる牧場

や小動物とのふれあい広場、パン・ケーキなどの手作り

体験やクラフト・陶芸の体験施設、アーチェリーやパタ

ーゴルフなど家族みんなで楽しめる自然と触れ合えるア

ミューズメントスポットです。

　また、堺でとれた新鮮な野菜や果物を販売する農産

物の直売所や、レストラン、バーベキューサイト、各

種イベントなどがいっぱいです。9月下旬～10月中旬に

は、約50万本のコスモスが吊り橋を渡った村のエリア約

4,000㎡の花畑に可憐な花を咲かせます。

　休日に家族や友人、恋人などと行ってみてはどうでし

ょうか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原　健一

フェミニン通信
南大阪支部
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　この文が広報に載るのは２月ごろかと思います。２月

と言えば、１年で最も寒さの厳しい時期。そんな中でも

私は趣味のランニングを欠かさずにしている事でしょ

う。

　皆様も同じかと存じますが、職業柄どうしても運動不

足になりがちで、私の場合、この職に就く前と比べてか

なり太ってしまいました。そこで、健康と体力作りを兼

ねて、休みの日は大泉緑

地でランニングをするよ

うにしています。

　大泉緑地は、木々が茂

っているため、季節を感

じる事ができます。冬は

木枯らし、春は春一番。

両方とも木は関係ありま

せんね（笑）　とにかく季節を感じる事ができます。冷

たい風が吹く中、肩をすくめて歩く他の人々をよそに、

私はジワりと汗を感じながら走っているわけですが、

これも前述の通り、健康のためです。とは言うものの私

は、勤め先の会社でも「今、酒の事考えてたやろ！？」

と突然指摘される程のお酒好きです。実は、走っている

最中もお酒の事を考えていたりもします。汗をかけばか

く程、最初の一杯は美味しいものです。本当にお酒の事

ばかり考えていますね（笑）

　しかし、最近は少し変化が訪れてきました。お酒を美

味しく飲むために始めたランニングですが、今では純粋

に四季の移り変わりを楽しめるようになってきました。

年のせいでしょうか？きっかけはともかく、四季を感じ

るという事は、精神的にも良いような気がするので、私

の中では良しとしています。それにしても、「何がきっ

かけで何がどうなるか、人生分からないなぁ」なんて、

冬景色を眺めながらたそがれています。これも年のせい

でしょうか（笑）？

　大泉緑地で私らしき男を見かけられたら、お声がけ下

さい。それでは失礼いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　幸雄 

　１２月６日心斎橋 SLOW で開催された異業種交流会

に参加してきました。普段机に向かって黙々と作業する

日々を送っている中で、毎日決まった人としか会話をし

ていない事もあり、気分転換も兼ねて月 1 回参加してい

ます。この日はクリエイターやデザイナーや理学療法士

やカイロプラクティックなどの人達と医療や技術者の事

についてお話を聞きました。

　異業種交流会に参加するメリットは、普段知り合いに

なる事が少ない業種の人との交流をもつ事で、新しい知

識やいい刺激が受けられる事と、コミュニケーション能

力の高い人と関わる事で、自分自身の足りないものに気

付かされたり、コミュニケーションのテクニックを勉強

出来きたりします。

　異業種交流会に参加して自分自身が変わった事は、初

対面の人と話す事に慣れた事で人と話す時に緊張しにく

くなったのと、他社の技工士の先輩や得意先の先生とコ

ミュニケーションをとる事が出来るようになり、様々な

所でチャンスを頂けるようになった事です。

　これからも苦手意識を持たずに様々な事に挑戦してい

きたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中城　一樹

 次回担当支部のお知らせ

3・4 月合併号の「リレー編集」と「私の町の風

景」は、北大阪支部担当 です。

担当支部 ： 南大阪

ランニング 異業種交流会
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『中央北支部だより』
　　　　　 第 22号支部コーナー

（一社）大阪府歯科技工士会　「匠の技を見る」
中央北支部学術講演会開催報告
　平成27年11月15日（日）新大阪技工士専門学校において

府技「匠の技を見る」・中央北支部学術講演会を開催しま

した。

　今回は府技「匠の技を見る」ベーシックコースで「義歯

研磨（アクリリックレジン）について」を支部会員である林氏

に講演して頂きました。内容は義歯重合後の形態修正から艶出し研磨まで

を、現在使用している道具・ポイント・研磨剤の紹介や工程での注意点、

後半では義歯のバリ取りでアクシデントを防ぐためのハンドピースの入れ

方（方向）や形態修正のための見るべき方向、あてる場所により大きさを

調整したシリコンポイントでの研磨面作りや、砂研磨での1・2・3列ブラシ

とバフの使い方など、そして最終艶出し研磨までを説明しながらの実演でした。

　また、技術以外にもデスク周りの環境、特に手元照明の明るさにはこ

だわりを持っている説明、使用する道具の絞込みと研磨面確認のための

明るさで研磨の質と仕上げまでのスピードの向上を目指し取り組んでい

ることも講演されてました。

　入社から19年、ほぼ研磨仕上げ部門で培った技術を見せていただき閉

会の挨拶で支部副会長から「職人の技を久しぶりに見られた」「砂研磨

ではすし職人のような手さばき」との言葉で講演会は終了しました。

　今回の講演会開催にあたりお世話いただいた新大阪技工士専門学

校、府技役員の皆様方にお礼申し上げます。

　講演会終了後、時見会長も参加いただき懇親会を開催しました。

 平成 28 年度
支部レクリエーションのお知らせ

　来年度も春4月3日（日）12時から開催、天満橋八軒家

浜乗船場から二時間のお花見宴会、今年は日曜日のランチ

クルーズです。申込み案内は後日会員様宛に送付します。

参加よろしくお願いします。参加定員50名

 ◎参加費  一 般   ……… 5000円 

       卒後3年未満 … 3000円 

       平成28年度新入会員 … 無 料       
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● 日  程：平成 28 年 3 月 2 6日 (土)
　　　　  午後6時より

● 会  場：府技工士会館  (予定)

支部コーナー
『中央南支部だより』
　　　　  第 25号

支部福祉行事 コテコテ大阪ぶらり旅

新規入会者歓迎会

新 入 会 者 紹 介
大阪府歯科技工士会では平成 27 年多数の新入会の方を迎え入れました。

19 名の中央南支部の新しい仲間を紹介します。

お　名　前 出　身　校

足 立 果 穂 （ｱﾀﾞﾁ ｶﾎ）  大阪歯科大学歯科技工士専門学校

南 口 信 子 （ﾐﾅﾐｸﾞﾁ ﾉﾌﾞｺ） 新大阪歯科技工士専門学校

前 田 里 保 （ﾏｴﾀﾞ ﾘﾎ）  新大阪歯科技工士専門学校

平 岡 篤 弥 （ﾋﾗｵｶ ｱﾂﾔ）  新大阪歯科技工士専門学校

永 井 享 介 （ﾅｶﾞｲ ｷｮｳｽｹ） 新大阪歯科技工士専門学校

濵 島   祐 （ﾊﾏｼﾏ ﾕｳ） 新大阪歯科技工士専門学校

坂 本 世 紀 （ｻｶﾓﾄ ｾｲｷ） 新大阪歯科技工士専門学校 ･ 専攻科

楠   泰 斗 （ｸｽﾉｷ ﾀｲﾄ） 新大阪歯科技工士専門学校

森 口 綾 介 （ﾓﾘｸﾞﾁ ﾘｮｳｽｹ） 新大阪歯科技工士専門学校 ･ 専攻科

谷 野   夢 （ﾀﾆﾉ ﾕﾒ） 新大阪歯科技工士専門学校

荒 木 宏 信 （ｱﾗｷ ﾋﾛﾉﾌﾞ） 日本歯科学院専門学校

李   守 旭 （ﾘ ﾓﾘｱｷ） 新大阪歯科技工士専門学校

青 木 健 治 （ｱｵｷ ｹﾝｼﾞ） 大阪歯科学院専門学校

真 辺 浩 典 （ﾏﾅﾍﾞ ﾋﾛﾉﾘ） 広島大学

改 發 裕 也 （ｶｲﾊﾂ ﾕｳﾔ） 日本歯科学院専門学校

野 澤   翼 （ﾉｻﾞﾜ ﾂﾊﾞｻ） 新大阪歯科技工士専門学校

川 辺 宏 典 （ｶﾜﾍﾞ ﾋﾛﾉﾘ） 日本歯科学院専門学校

岩 佐   努 （ｲﾜｻ ﾂﾄﾑ） 大阪歯科学院専門学校

清見 好伯 （ｷﾐﾖ ﾖｼﾉﾘ） 大阪歯科大学歯科技工士専門学校

永吉  明 （ﾅｶﾞﾖｼ ｱｷﾗ） 日本医学技術専門学校

平成27年度 最終支部会開催案内
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『南大阪支部だより』
　　　　　 第 19号支部コーナー

支部役員会報告  
　去る平成27年12月上旬、支部長発信の元、南大阪支部役員会がメールで行われ、下記の事項につい

て年間予定に基づき討議した。

 1.  本会新年互礼会について

　　  　支部負担金及び個人負担金の設定と役員で手分けして参加者を募る。

 2.  南大阪支部新年会について

　　  　年間予定通り平成28年1月30日(土)に、がんこ寿司難波本店午後6時よりを開催する。

　　  　個人負担金の設定と役員で手分けして参加者を募る。

 3.  大阪府歯科技工士会代議員選挙公示について

　　  　立候補者の届け出期間の確認。

 4.  その他

　　  　上記 1.2.3.項目について往復ハガキにて支部会員に開催通知をする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上報告致します。

　去る 11 月 23 日、堺市口腔保健センターに於いて、恒例の「第 22 回歯ッピー健康フェア」が開催され、

私ども南大阪支部もその趣旨に賛同し、共同で技工物などの展示を行いました。支部からは小原支部長

を始め、山田、栗木の三名が参加しました。

　当日は隣の大仙公園で農業祭が開催され、午後からの雲行きが怪し

かったため、早々より大勢の人が訪れ、列を成し、定評の石膏人形も見

る見るうちに子供たちの手に渡り、特にアニメキャラクターや会員ラボ

の従業員が色づけした物などは大人気で、大盛況でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副支部長　栗木　和之

 ●  5  月10日（日） 第5回 学術講演会 （堺市産業振興センター）

　　　　　　　　　　  「一から学ぶデジタルインプラント技工」　辻　貴裕 先生

 ●  6  月   6日（日） 岸和田虫歯予防展 （岸和田保健センター）

 ●  6  月21日（日） 堺スマイル館フェァー （堺市口腔衛生センター）

 ● 10月18日（日） 大阪狭山市健康まつり （大阪狭山市保健センター）

 ● 10月24日（土） 支部会 （堺市産業振興センター）

 ● 11月   1日（日） 堺市美原区健康まつり （美原区民センター）

 ● 11月15日（日） 支部BBQ大会 （いよやかの里）

 ● 11月23日（月・祝） 堺市歯ッピー健康フェアー （堺市口腔衛生センター）

 「第
22回 歯ッピー健康フェア」

南 大 阪 支 部　平成27年度の主な事業
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『北大阪支部だより』
　　　　　 第 18号支部コーナー

　11月29日、高槻市消防本部にて北大阪支部としては2回目の救命救急講習会が行われました。呼吸や心臓

が止まった人への心肺蘇生、AED使用方法を学ぶ試みで、多数の北大阪支部と北東支部会員が参加しました。

　救命救急の講習を支部として複数回も行うのは、心肺蘇生のやり方を復習する必要性があり、救命措置は

数年でガイドラインが改定されるので定期的な講習が望ましいからです。

　講習は特別救命隊の方から胸骨圧迫の指導を受けましたが、これがとてもハードな作業。胸の真ん中を両

手で「強く、速く、絶え間なく」圧迫しづけなければなりません。11月末でしたが、みんな額に汗が浮か

ぶほどでした。

　AEDの使用方法は、AEDの電源をONにすると音声メッセージが流れるのでそれに沿って使用します。

AED自体は難しくないのですが、心電図解析及び電気ショックを施す以外は常に胸骨圧迫をし続けないと

いけないので、AEDの使用は複数の人で行う必要があります。

　ちなみによくTVドラマで心電図の針が全く動かなくなった患者

に電気ショックを与えるシーンがありますが、実はあれはドラマ

の演出であって、心臓が心電図解析で微かに動いている状態を確

認されないと電気ショックは全く効果がないそうです。

　約3時間半の講習で参加した会員全員が普通救命講習修了証を取

得しました。心肺蘇生を実演する機会に遭遇しても自信を持って

望めそうです。

せっつ市民健康まつり
　平成27年11月8日（日）摂津市立保健センター及

びコミュニティープラザにて第31回せっつ市民健

康まつりが開催されました。

　技工士会のブースは保健センターに設けられ、技

工物の展示、デンチャーケース、乳歯ケース、消し

ゴムの配布を行いました。今回は、朝から雨が降っ

ており、10時開始直後は先着で苗木などの配布が

あったためにぎわったのですが徐々に来場者が減り

ました。しかし、消しゴムは人気があり、終了まで

にはなくなっていました。

　この雨の中、足を運んでくださった市民の方々、

子供たち、本当にありがとうございました。

　今後とも北大阪支部として、歯科技工士として社

会貢献ができればと思っております。

　　　　　　　　　　　　副支部長　齊藤　峰信

救命救急講習会
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『北東支部だより』
　　　　　 第 39号支部コーナー

  ● 日 時：平成28年2月14日（日）

　　　　     13：00～16：30（受付12：30～）
  ● 場　所：エルおおさか
  ● 参加費：会員・学生 ＝ 無料　  未入会 ＝ 1万円
  ● 申　込：大阪府歯科技工士会　FAXかメールのみ

    FAX 06-6697-4100 メール daishigi@oak.ocn.ne.jp

演題①：『審美性・機能性との調和を考慮した補綴物製作』

      演者：井上 陽介  先生（松川歯科医院勤務）

演題②：『顔貌と口唇への調和を目指した審美平面再現への取り組み』

      演者：栫井 孝志  先生（㈲神戸デンタルアートスタジオ勤務）

演題③：『パーシャルデンチャーにおけるBasic Approach』

      演者：遠藤 隆久  先生（㈲デンタル・プログレッシブ勤務）

　　　　　　※詳細は大阪府歯科技工士会ホームページをご覧ください。

   ● 行事予定
・平成28年2月14日　
　　北東支部学術講演会

● 北東支部会員状況 （平成27年12月現在）
　  会員数 298名 （男性…259名 女性…39名）

    新入会員紹介

       田 中 久 貴 （東洋医療専門学校）

北東支部学術講演会 （自由：6単位）

   ●  北東支部メールアドレス
      daishigi. hokutou@gmail. com

 ※登録希望の方は上記アドレス

　 にメールをお願いします。

　 また、メールには必ず「氏 名」

　 をご入力ください。

● 健康展協力の御礼
　今年度は以下の日程にて、健康展が開催され

ました。

　皆さんご協力ありがとうございました。

　・門真市健康展   9  月  5日（土）

 ・大東市健康展   9  月13日（日）

 ・枚方市健康展  10月 25日（日）

 ・四条畷市健康展 11月  1  日（日）

 ・交野市健康展  11月  8  日（日）

 北東支部勉強会および支部会 開催
　去る、11 月 28 日（土）北東支部勉強会および支部会が開催されました。

　今回の支部会も“勉強会”とセットで開催いたしました。勉強会では、北東支部学術理事の森さんに「CAD/

CAM を臨床に取り入れる」とのタイトルでご講演頂き、実際に CAD/CAM を導入しているラボとしての

現状や意見をお話して頂きました。参加していた方々からも色々な質問があり、支部の勉強会ならではのと

てもアットホームな良い勉強会になりました。

　支部会では、健康展の反省や各部会の報告、また次期執行部、代議員選出についての話し合いを行いました。

支部では、予算や行事、渉外活動など様々な課題があります。このような課題をきちんと支部会員の方々に

お伝えすることが、より良い支部組織を作ると考えております。

現在、支部メール会員は 100 名ほど登録されております。より多くの方に登録して頂き、リアルタイムな情

報の発信に努めたいと思います。


